
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
六
号

判
事
補
の
職
権
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

第
一
条
　
判
事
補
で
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
職
の
一
又
は
二
以
上
に
あ
つ
て
そ
の
年
数
を
通
算
し
て
五
年
以
上
に
な
る
者
の
う
ち
、
最
高
裁
判
所
の
指
名
す
る
者
は
、
当

分
の
間
、
判
事
補
と
し
て
の
職
権
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
し
、
同
法
第
二
十
九
条
第
三
項
（
同
法
第
三
十
一
条
の
五
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
属
す
る
地
方
裁
判
所
又

は
家
庭
裁
判
所
の
判
事
の
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
裁
判
所
法
第
四
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
年
数
の
計
算
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
一
条
の
二
　
最
高
裁
判
所
は
、
当
分
の
間
、
高
等
裁
判
所
の
裁
判
事
務
の
取
扱
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
高
等
裁
判
所
の
管
轄
区
域
内
の
地
方
裁
判
所
又
は
家
庭
裁
判
所
の
判
事
補
で
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
名
を

受
け
た
者
に
そ
の
高
等
裁
判
所
の
判
事
の
職
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
判
事
補
が
高
等
裁
判
所
の
判
事
の
職
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
判
事
補
は
、
同
時
に
二
人
以
上
合
議
体
に
加
わ
り
、
又
は
裁
判
長
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
条
　
裁
判
所
構
成
法
（
明
治
二
十
三
年
法
律
第
六
号
）
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
満
洲
国
の
審
判
官
又
は
蒙
古
連
合
自
治
政
府
（
若
し
く
は
蒙
古
自
治
邦
政
府
。
以
下
同
じ
。
）
の
推
事
の
職
に
在
つ
た
と

き
は
、
そ
の
在
職
の
年
数
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
判
事
の
在
職
の
年
数
と
み
な
し
、
同
法
第
四
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
判
事
補
の
在
職
の
年
数

と
み
な
す
。

２
　
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
領
事
官
、
陸
軍
法
務
官
、
海
軍
法
務
官
、
法
務
官
た
る
陸
軍
の
法
務
部
将
校
、
海
軍
の
法
務
科
士
官
、
第
一
復
員
官
、
第
二
復
員
官
、
第
一
復
員
事
務
官
若
し

く
は
第
二
復
員
事
務
官
又
は
満
洲
国
若
し
く
は
蒙
古
連
合
自
治
政
府
の
検
察
官
の
職
に
在
つ
た
と
き
は
、
そ
の
在
職
の
年
数
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
検

察
官
の
在
職
の
年
数
と
み
な
す
。

３
　
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
衆
議
院
若
し
く
は
参
議
院
の
法
務
委
員
会
に
勤
務
す
る
常
任
委
員
会
専
門
員
若
し
く
は
常
任
委
員
会
調
査
員
、
衆
議
院
若
し
く
は
参
議
院
の
法
制
局
参
事
、
法

制
局
参
事
官
、
内
閣
法
制
局
参
事
官
、
法
制
局
事
務
官
、
法
制
局
に
勤
務
す
る
内
閣
事
務
官
、
陸
軍
司
政
官
、
海
軍
司
政
官
、
特
許
局
若
し
く
は
特
許
標
準
局
の
抗
告
審
判
官
若
し
く
は
審
判
官
た
る
特
許
局
事
務
官
若
し
く
は
特
許

標
準
局
事
務
官
若
し
く
は
商
工
事
務
官
、
技
術
院
の
抗
告
審
判
官
若
し
く
は
審
判
官
た
る
技
術
院
参
技
官
、
特
許
庁
の
審
判
長
、
審
判
官
若
し
く
は
抗
告
審
判
官
た
る
通
商
産
業
事
務
官
、
郵
政
省
の
電
波
監
理
審
議
会
に
置
か
れ
る

審
理
官
、
公
正
取
引
委
員
会
の
事
務
局
に
置
か
れ
る
審
判
官
た
る
総
理
府
事
務
官
、
同
事
務
局
の
審
査
部
に
勤
務
す
る
総
理
庁
事
務
官
若
し
く
は
総
理
府
事
務
官
、
朝
鮮
総
督
府
法
務
局
に
勤
務
す
る
朝
鮮
総
督
府
書
記
官
若
し
く
は

朝
鮮
総
督
府
事
務
官
、
台
湾
総
督
府
法
務
部
に
勤
務
す
る
台
湾
総
督
府
書
記
官
若
し
く
は
台
湾
総
督
府
事
務
官
、
満
洲
国
の
司
法
部
参
事
官
、
司
法
部
理
事
官
若
し
く
は
司
法
部
事
務
官
又
は
蒙
古
連
合
自
治
政
府
の
司
法
部
参
事
官

の
職
に
在
つ
た
と
き
は
、
そ
の
在
職
の
年
数
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
法
務
事
務
官
の
在
職
の
年
数
と
み
な
す
。

４
　
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
満
洲
国
の
司
法
部
職
員
訓
練
所
の
教
官
の
職
に
在
つ
た
と
き
は
、
そ
の
在
職
の
年
数
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
法
務
教
官
の
在
職
の
年
数
と
み
な
す
。

第
二
条
の
二
　
弁
護
士
試
補
と
し
て
一
年
六
月
以
上
の
実
務
修
習
を
終
え
考
試
を
経
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
考
試
を
経
た
時
に
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格
を
得
た
も
の
と
み
な
し
て
、
前
条
の
規
定
を
準
用
す

る
。

２
　
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
司
法
官
試
補
た
る
資
格
を
有
し
、
陸
軍
法
務
官
、
海
軍
法
務
官
又
は
法
務
官
た
る
陸
軍
の
法
務
部
将
校
、
海
軍
の
法
務
科
士
官
、
第
一
復
員
官
、
第
二
復
員
官
、
第
一
復
員
事
務
官
若
し
く
は
第
二
復
員
事

務
官
の
在
職
年
数
が
通
算
し
て
三
年
以
上
に
な
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
三
年
に
達
し
た
時
に
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格
を
得
た
も
の
と
み
な
し
て
、
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
司
法
官
試
補
た
る
資
格
を
有
し
、
満
洲
国
の
学
習
法
官
、
高
等
官
試
補
又
は
前
条
に
掲
げ
る
満
洲
国
の
各
職
の
在
職
年
数
が
通
算
し
て
二
年
以
上
に
な
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
年
に
達
し
た
時
に
裁
判

所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格
を
得
た
も
の
と
み
な
し
て
、
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
条
　
弁
護
士
た
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
朝
鮮
弁
護
士
令
（
昭
和
十
一
年
制
令
第
四
号
）
、
台
湾
弁
護
士
令
（
昭
和
十
年
律
令
第
七
号
）
若
し
く
は
関
東
州
弁
護
士
令
（
昭
和
十
一
年
勅
令
第
十
六
号
）
に
よ
る
弁
護
士
（
以
下
「
外

地
弁
護
士
」
と
い
う
。
）
又
は
満
洲
国
の
律
師
の
職
に
在
つ
た
と
き
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
在
職
の
年
数
は
、
こ
れ
を
弁
護
士
の
在
職
の
年
数
と
み
な
し
、
外
地
弁
護

士
若
し
く
は
満
洲
国
の
律
師
の
在
職
の
年
数
が
三
年
以
上
に
な
る
も
の
又
は
外
地
弁
護
士
、
満
洲
国
の
律
師
及
び
弁
護
士
の
在
職
の
年
数
が
通
じ
て
三
年
以
上
に
な
る
も
の
は
、
そ
の
三
年
に
達
し
た
時
、
朝
鮮
弁
護
士
令
に
よ
る
弁

護
士
試
補
と
し
て
一
年
六
月
以
上
の
実
務
修
習
を
終
え
考
試
を
経
た
も
の
は
、
そ
の
考
試
を
経
た
時
に
夫
々
司
法
修
習
生
の
修
習
を
終
え
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
条
の
二
　
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
が
、
琉
球
諸
島
及
び
大
東
諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
前
に
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て
い
た
法
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
沖
縄
法
令
」
と

い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
裁
判
官
、
検
察
官
又
は
弁
護
士
の
職
に
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
在
職
の
年
数
の
う
ち
沖
縄
法
令
の
規
定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
得
た
後
の
在
職
の
年
数
で
通
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
後
の
も
の
（
沖

縄
法
令
の
規
定
に
よ
る
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
得
た
後
の
在
職
の
年
数
が
通
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
前
に
、
司
法
修
習
生
の
修
習
と
同
一
の
修
習
課
程
を
終
え
た
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
修
習
課
程
を
終
え
た
後
の
在
職
の
年
数
、
弁

護
士
と
な
る
資
格
を
得
た
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
資
格
を
得
た
後
の
在
職
の
年
数
）
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
簡
易
裁
判
所
判
事
の
在
職
の
年
数
と
み
な
し
、
同
法
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
四
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
判
事
補
の
在
職
の
年
数
と
み
な
す
。

２
　
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
簡
易
裁
判
所
判
事
の
職
に
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
年
数
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
沖
縄
法
令
の
規
定
に
よ
る
裁
判
所
調
査
官
、
琉
球
上
訴
裁
判
所
事
務
局
長
又
は
琉
球
高
等
裁
判
所
事
務
局
長
の
職
に
あ
つ
た
年
数
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
法
令
の
規
定
に
よ
る
裁
判
官
の
職
に
あ
つ
た
年

数
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
裁
判
所
調
査
官
に
つ
い
て
は
、
司
法
修
習
生
の
修
習
と
同
一
の
修
習
課
程
を
終
え
た
者
の
当
該
修
習
課
程
を
終
え
た
後
の
年
数
に
限
る
。

４
　
沖
縄
法
令
の
規
定
に
よ
る
琉
球
上
訴
検
察
庁
事
務
局
長
、
琉
球
高
等
検
察
庁
事
務
局
長
又
は
琉
球
政
府
法
務
局
の
部
長
、
室
長
若
し
く
は
訟
務
官
の
職
に
あ
つ
た
年
数
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
法
令
の
規

定
に
よ
る
検
察
官
の
職
に
あ
つ
た
年
数
と
み
な
す
。

第
三
条
の
三
　
司
法
修
習
生
の
修
習
を
終
え
た
者
が
、
衆
議
院
若
し
く
は
参
議
院
の
法
務
委
員
会
に
勤
務
す
る
常
任
委
員
会
専
門
員
若
し
く
は
常
任
委
員
会
調
査
員
、
衆
議
院
若
し
く
は
参
議
院
の
法
制
局
参
事
、
法
制
局
参
事
官
、
内

閣
法
制
局
参
事
官
、
特
許
庁
の
審
判
長
、
審
判
官
若
し
く
は
抗
告
審
判
官
た
る
通
商
産
業
事
務
官
若
し
く
は
経
済
産
業
事
務
官
、
郵
政
省
若
し
く
は
総
務
省
の
電
波
監
理
審
議
会
に
置
か
れ
る
審
理
官
、
公
正
取
引
委
員
会
の
事
務
局

若
し
く
は
事
務
総
局
に
置
か
れ
る
審
判
官
た
る
総
理
府
事
務
官
、
総
務
事
務
官
若
し
く
は
内
閣
府
事
務
官
又
は
同
事
務
局
の
審
査
部
若
し
く
は
同
事
務
総
局
に
置
か
れ
る
局
で
あ
つ
て
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関

1



す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
規
定
に
違
反
す
る
事
件
の
審
査
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
勤
務
す
る
総
理
府
事
務
官
、
総
務
事
務
官
若
し
く
は
内
閣
府
事
務
官
の
職
に
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
在
職
の

年
数
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
法
務
事
務
官
の
在
職
の
年
数
と
み
な
す
。

附
　
則
　
抄

第
四
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

第
五
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
年
数
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
資
格
を
得
た
時
、
裁
判
所
法
施
行
の
際
弁
護
士
た
る
資
格
を
有
し
た
者
で
弁
護
士
の
在
職
の
年

数
が
同
法
施
行
後
に
お
い
て
三
年
に
達
し
た
も
の
は
、
そ
の
三
年
に
達
し
た
時
、
裁
判
所
法
施
行
前
弁
護
士
試
補
と
し
て
一
年
六
月
以
上
の
実
務
修
習
を
終
え
考
試
を
経
た
者
又
は
同
法
施
行
の
際
弁
護
士
試
補
で
あ
つ
た
者
で
一
年

六
月
以
上
の
実
務
修
習
を
終
え
考
試
を
経
た
も
の
は
、
そ
の
考
試
を
経
た
時
に
、
夫
々
司
法
修
習
生
の
修
習
を
終
え
た
も
の
と
み
な
し
、
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
の
在
職
の
年
数
及
び
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又

は
検
事
た
る
資
格
を
得
た
後
の
朝
鮮
総
督
府
判
事
、
朝
鮮
総
督
府
検
事
、
台
湾
総
督
府
判
官
、
台
湾
総
督
府
検
察
官
、
関
東
法
院
判
官
、
関
東
法
院
検
察
官
、
領
事
官
、
陸
軍
法
務
官
、
海
軍
法
務
官
又
は
法
務
官
た
る
陸
軍
の
法
務

部
将
校
、
海
軍
の
法
務
科
士
官
、
第
一
復
員
官
、
第
二
復
員
官
、
第
一
復
員
事
務
官
若
し
く
は
第
二
復
員
事
務
官
の
在
職
の
年
数
は
、
こ
れ
を
判
事
補
の
在
職
の
年
数
と
み
な
し
、
裁
判
所
構
成
法
に
よ
る
判
事
又
は
検
事
た
る
資
格

を
得
た
後
の
衆
議
院
若
し
く
は
参
議
院
の
法
務
委
員
会
に
勤
務
す
る
常
任
委
員
会
専
門
員
若
し
く
は
常
任
委
員
会
調
査
員
、
衆
議
院
若
し
く
は
参
議
院
の
法
制
局
参
事
、
法
制
局
参
事
官
、
内
閣
法
制
局
参
事
官
、
陸
軍
司
政
官
、
海

軍
司
政
官
、
特
許
局
若
し
く
は
特
許
標
準
局
の
抗
告
審
判
官
若
し
く
は
審
判
官
た
る
特
許
局
事
務
官
若
し
く
は
特
許
標
準
局
事
務
官
若
し
く
は
商
工
事
務
官
、
技
術
の
抗
告
審
判
官
若
し
く
は
審
判
官
た
る
技
術
院
参
技
官
、
特
許
庁

の
審
判
長
、
審
判
官
若
し
く
は
抗
告
審
判
官
た
る
通
商
産
業
事
務
官
、
郵
政
省
の
電
波
監
理
審
議
会
に
置
か
れ
る
審
理
官
、
公
正
取
引
委
員
会
の
事
務
局
に
置
か
れ
る
審
判
官
た
る
総
理
府
事
務
官
、
同
事
務
局
の
審
査
部
に
勤
務
す

る
総
理
庁
事
務
官
若
し
く
は
総
理
府
事
務
官
、
朝
鮮
総
督
府
法
務
局
に
勤
務
す
る
朝
鮮
総
督
府
書
記
官
若
し
く
は
朝
鮮
総
督
府
事
務
官
又
は
台
湾
総
督
府
法
務
部
に
勤
務
す
る
台
湾
総
督
府
書
記
官
若
し
く
は
台
湾
総
督
府
事
務
官
の

在
職
の
年
数
は
、
こ
れ
を
法
務
事
務
官
の
在
職
の
年
数
と
み
な
す
。

２
　
第
三
条
か
ら
第
三
条
の
三
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
年
数
の
計
算
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
三
年
一
二
月
二
一
日
法
律
第
二
六
〇
号
）
　
抄

第
十
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
裁
判
所
法
第
十
四
条
の
二
、
第
五
十
六
条
の
二
、
判
事
補
の
職
権
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
二
及
び
裁
判
所
職
員
の
定
員
に
関
す
る
法
律
第
六

条
の
規
定
並
び
に
裁
判
所
法
第
十
条
、
第
六
十
三
条
第
一
項
及
び
裁
判
所
職
員
の
定
員
に
関
す
る
法
律
第
四
条
を
改
正
す
る
規
定
は
、
こ
の
法
律
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
五
月
三
一
日
法
律
第
一
三
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
の
う
ち
、
法
務
府
設
置
法
第
十
三
条
の
七
の
規
定
は
犯
罪
者
予
防
更
生
法
が
施
行
さ
れ
る
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

４
　
こ
の
法
律
施
行
前
に
お
け
る
法
務
庁
の
各
長
官
、
法
務
庁
事
務
官
及
び
法
務
庁
教
官
の
在
職
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
（
判
事
補
の
職
権
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
務
府
の
各
長
官
、
法
務
府
事
務
官
及
び
法
務
府
教
官
の
在
職
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
五
月
二
二
日
法
律
第
一
九
五
号
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
衆
議
院
若
し
く
は
参
議
院
の
司
法
委
員
会
専
門
調
査
員
及
び
衆
議
院
若
し
く
は
参
議
院
の
法
制
部
に
勤
務
す
る
参
事
若
し
く
は
副
参
事
の
職
に
あ
つ
た
者
の
そ
の
在
職
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
三
項
の
改
正
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
五
年
一
二
月
一
九
日
法
律
第
二
八
〇
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
七
月
三
一
日
法
律
第
二
六
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
従
前
の
機
関
及
び
職
員
は
、
こ
の
法
律
に
基
く
相
当
の
機
関
及
び
職
員
と
な
り
、
同
一
性
を
も
つ
て
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
け
る
法
務
府
の
各
長
官
、
法
務
総
裁
官
房
長
、
法
務
府
事
務
官
及
び
法
務
府
教
官
の
在
職
は
、
裁
判
所
法
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
（
判
事
補
の
職
権
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
四
条
、
検
察
庁
法
第
十
九
条
、
弁
護
士
法
第
五
条
並
び
に
司
法
書
士
法
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
務
省
の
事
務
次
官
、
法
務
事
務
官
及
び
法
務
教
官
の
在
職
と

み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
七
月
三
一
日
法
律
第
二
八
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
郵
政
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
七
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
八
月
八
日
法
律
第
一
八
四
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
五
月
一
日
法
律
第
九
二
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
四
月
一
六
日
法
律
第
七
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
及
び
附
則
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
一
二
月
三
一
日
法
律
第
一
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
琉
球
諸
島
及
び
大
東
諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
六
月
二
三
日
法
律
第
八
二
号
）
　
抄

2



（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
六
月
一
四
日
法
律
第
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条
第
二
項
、

第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
九
日
法
律
第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
現
に
総
務
省
の
外
局
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
公
正
取
引
委
員
会
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い

て
置
か
れ
る
公
正
取
引
委
員
会
と
な
り
、
同
一
性
を
も
っ
て
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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